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2010年 8月 23日
独立行政法人海洋研究開発機構

統合国際深海掘削計画（IODP）
地球深部探査船「ちきゅう」による南海トラフ地震発生帯掘削計画

～第326次研究航海の終了について～

1．概要

独立行政法人海洋研究開発機構（理事長 加藤 康宏）の運用する地球深部探査船「ちきゅう」
は、統合国際深海掘削計画（IODP）（※1）による「南海トラフ地震発生帯掘削計画」（南海掘削：
NanTroSEIZE）（※2）ステージ3として第326次研究航海を実施するため、本年7月15日から18日
まで和歌山県新宮港において資機材の積み込みを行った後、7月19日より紀伊半島沖熊野灘に
て掘削作業を実施していましたが、計画していた全ての作業を8月20日に終了しました。同日静
岡県清水港に着岸し、本研究航海を終了しましたのでご報告します。

2．実施内容

本研究航海における共同首席研究者は、南海掘削プロジェクトの研究代表者である木下 正高
（海洋研究開発機構・チームリーダー）およびHarold J. Tobin（米国ウィスコンシン大学マディソン
校・准教授）の両名が務めました。ステージ3では、巨大地震発生メカニズム解明のため、超深度
ライザー掘削により、海洋地殻が沈み込むプレート境界面（海底下6,000～7,000mと予想）を掘り
ぬき、巨大地震発生帯からの断層物質の採取とひずみ等の現場モニタリングを目指します。本
研究航海では、その超深度ライザー掘削孔の基礎部分として、【図1】のC0002地点（北緯
33°18.1’、東経136°38.2’、水深（海面下）1,939 m）において海底下872.5mまで掘削を行い、
掘削孔壁を保護するためケーシングパイプを設置後、パイプ上部（海底面）に孔口装置を取り付
け、孔口に蓋をして作業を終了しました。来年度以降、本地点において超深度ライザー掘削を実
施する際、今回設置した孔口装置に噴出防止装置（BOP）を取り付けて掘削作業を行います。

3．今後の予定

沖縄熱水海底下生命圏掘削-1（DEEP HOT BIOSPHERE）
（IODP第331次研究航海）
南海トラフ地震発生帯掘削計画　ステージ2
（IODP第332次研究航海）

南海トラフ地震発生帯掘削計画　ステージ2
（IODP第333次研究航海）

（※）なお、上記の予定は、海気象状況、地質状況等により変更することもあります。

※1　統合国際深海掘削計画（IODP： In tegrated Ocean  Dr i l l in g Program）

日本・米国が主導国となり、平成15年（2003年）10月から始動した多国間国際協力プロジェク
ト。現在、欧州（17ヶ国）、中国、韓国、オーストラリア、インド、ニュージーランドの24ヶ国が参加。
日本が建造・運航する地球深部探査船「ちきゅう」と、米国が運航する掘削船を主力掘削船とし、
欧州が提供する特定任務掘削船を加えた複数の掘削船を用いて深海底を掘削することにより、
地球環境変動、地球内部構造、地殻内生命圏等の解明を目的とした研究を行います。

※2　南海トラフ地震発生帯掘削計画（南海掘削：NanTroSEIZE）
（1）背景
南海トラフは、日本列島の東海沖から四国沖にかけて位置するプレート沈み込み帯で、地球上

で最も活発な巨大地震発生帯の一つです。南海トラフの一部にあたる紀伊半島沖熊野灘は、東
南海地震等の巨大地震震源と想定される領域（プレート境界断層が地震性すべり面の性質を持



つ領域）の深さが世界のプレート境界のなかでも非常に浅く、「ちきゅう」による掘削が可能である
と考えられています。

「南海トラフ地震発生帯掘削計画」では、プレート境界断層および津波発生要因と考えられて
いる巨大分岐断層を掘削し、柱状地質試料（コアサンプル）の採取や掘削孔内計測を実施するこ
とにより、プレート境界断層内における非地震性すべり面から地震性すべり面への推移、および
南海トラフにおける地震・津波発生過程を明らかにすることを目的としています。

（2）全体計画
本計画は、全体として以下の4段階(ステージ)に分けて掘削する計画で、紀伊半島沖熊野灘

において南海トラフに直交する複数地点を掘削する計画です（【図2】）。
ステージ1
巨大分岐断層やプレート境界断層の浅部などで掘削を実施しました。地層の分布や変形構

造、応力状態など、地震時に動いたと考えられる断層の特徴を把握しました。
ステージ2
巨大地震発生帯の直上を深部まで掘削し、地質構造や状態を明らかにします。掘削した孔内

には後年に観測システムを設置し、地震準備過程をモニタリングします。また、プレートとともに地
震発生帯に沈み込む前の海底堆積物の組成、構造、物理的状態を調査します。

ステージ3
巨大地震を繰り返し起こしている地震発生帯に到達する超深度掘削を実施します。地震発生

物質試料を直接採取し、物質科学的に地震発生メカニズムを理解します。
ステージ4
長期間にわたり掘削孔内で地球物理観測を行うシステムを超深度掘削孔に設置します。将来

は、地震・津波観測監視システム（DONET）と連携し、地震発生の現場からリアルタイムでデータ
を取得します。



【図1】調査海域図



【図2】南海掘削概要図

お問い合わせ先：
独立行政法人海洋研究開発機構
（本内容について）

地球深部探査センター
企画調整室長　山田　康夫　

（報道担当）
経営企画室　報道室長　中村　亘　


